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は じ め に
昭和51年度を顧みて,一般研究費の引き続く伸び悩みと,事業管理費の実質的な増




(4力年間継続)の 第3年 度を推進する一方でr軸 装等の保存及び修復 に 関する科学
的研究」(3力年間継続)を 終了 して,報 告書 「表具の科学」を刊行した。本書 は世
界で高 く評価されている我が国の表具の伝統的修理技術を初めて科学的に解明すると
ともに,軸 装及び額装の保存環境についても研究 を 発展させている点 で 注目されよ
う。
一方日本学術会議の勧告に基づいて,文 部省は昭和51年度か ら科学研究費で 特定
研究としてr白 然科学の手法による遺跡 ・古文化財等 の研究」(3力年間継続)を 主
題として取 り上げたことは,文化財の科学的研究について全国か ら研究所 ・大学の研
究者の参加を縛て,学際的研究を推進する新しい試みであった。当研究所も独自の立
場でこれに参加した。
科学研究費は都合9件5千 万円余 と大幅に増額された。その中で 「戦後における日
本 ・東洋美術史の発達に関する研究」に関 しては関係学術論文をカー ド化しこれを分




昭和52年度で認められ,古 い写場 ・暗室及び車庫を取 りこわし,写真資料研究棟を新
築することが決定 したことを付記する。
昭 和52年8月




















1歳 出 予 算
2科 学 研 究 費





































A一 般 研 究
B特 別 研 究
C科 学研究費





A一 般 研 究
B特 別 研 究
C受 託 研 究
D科 学研究費
































































2開 所 記念行 事
3公 開学術講 座
4会 議












4黒 田 記 念 室
5閲 覧 室
Ⅲ 旧 職 員






























昭和元 年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木
直彦が委員長に就任し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田




同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コン ク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192ガの建物1棟 を起工 した。
同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美術研究所開設のため必要な備品 ・図










同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」
を創刊した。
同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う
5ケ年間毎年5千 円,合計2万5千 円を帝国美術院に 寄附 したいとの 申出があっ
た。




同10年1月28日鉄筋 コソクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡の書庫が竣工 した。
同 年4月 「日本美術年鑑」の編纂事務を開始 した。




同 年11月29日美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定 された。
















同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し引揚げを完了した。
同 年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎閉中であった黒田清輝作品並
びに写真原版の引揚げを完了 した。







められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日
から適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委員会規則第4号)
が定め られ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究
所組織規程が廃止された。
同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学
から借用 し,研究を開始した。
同28年4月26日保存科学部研究室は,国 立博物館保存修理課保存技術研究室として




同32年3月28日東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8㎡ の
保存科学部の薬品庫が竣工 した。















































































彦(昭 和5.6.28～ 昭 和6、11.24)
雄(昭 和6.11.25～昭 和10.5.31)






雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)
松(昭 和28.11.1～昭 和40,3.31)





































































区 分 50年 度 51年 度
指 定 職 1 1
所 長 1 1
行 政 職 12 11
課 長 1 1
課 長 補 佐 1 1
係 長 2 2
専 門 職 3 3
主 任 1 1
一 般 職 員 4 3
研 究 職 35 35
部長等研究 員 10 10
室長等研究 員 13 13
研 究 員 1z 12




























































































































































































































所 属1官 職 名1氏 名
曹一 一 一 ―一
芸 能 部 文部技官,芸 能 部 長 三 隅 治 雄
演 劇 研 究 室 文部技官,演劇研究室長 佐 藤 道 子
文部技官,研 究 員 羽 田 殺
調査研究員(非) 松 本 雍
音楽舞踊研究室 文部技官,音楽舞踊研究室 柿 木 吾 郎
長
文部技官,研 究 員(併) 横 道 萬 里 雄
1
調査研究員(非) 古 橋 宏 子
民俗芸能研究室 民俗芸能研究室長事務取扱 三 隅 治 雄
文部技官,研 究 員 中 村 茂 子
調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎
保 存 科 学 部 文部技官,保存科学部長 江 本 義 理
文部技官,主 任 研 究 官 見 城 敏 子
化 学 研 究 室 文部技官,化学研究室長 馬 渕 久 夫
文部技官,研 究 員 門 倉 武 夫
物 理 研 究 室 物理研究室長事務取 扱 江 本 義 理
文部技官,研 究 員 石 川 陸 郎
文部技官,研 究 員 三 浦 定 俊
生 物 研 究 室 文部技官,生物研究室長 新 井 英 夫
調査研究員(非) 森 八 郎
修 復 技 術 部 文部技官,修復技術部長 西 川 杏 太 郎
第一 文部技官,主 任 研 究 官 中 里 寿 克
修復技術研究室 第 一 修 復 技 術 西 川 杏 太 郎
研 究 室 長 事 務 取 扱
文部技官,研 究 員 西 浦 忠 輝
文部技官,研'究 員 青 木 繁 夫
第二 文部技官,専 門 職 員 茂 木 曙
修復技術研究室 文部技官,第二修復技術研 樋 口 清 治
究室長







なお,建 物の面積 ・構造等は,次 のとおりである。
1建 物の面積 ・構造一覧
No. 名 称 種 目・構 造
建面積 建 築



































































































































































































































1歳 出 予 算
注()内 は補正後予算を示す。



















































































































































































































































































V調 査 研 究
1美 術 部
(1)概 要
美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれ らに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行い,そ の成果を公表するとともに,美 術に
関する研究資料を作成,収 集,整 理し,これらの資料を一般研究者の利用にも供 し.
美術史学研究における資料センターの役割も果している。現在3室 に分かれ,古 美術




ても,基礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永 く学界に寄与すべ く努めている。そのた
め重要なる問題に関しては共同研究を行い,ま た当部独自の光学的研究法を活用し,
すでに多 くの成果を収めた。







ている。また 「日本美術年鑑」には,毎 年日本 ・東洋古美術並びに近代 ・現代 ・西洋
美術に関する雑誌論文及び単行図書を分類集録 した文献 目録を編纂 し,美術史学界を
はじめ関連ある学界に著 しく貢献している。なお古美術関係文献についてはさらに増





以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎年1回 公開学
術講座を開催 している。
黒田清輝の遺産と遺作の寄附に基づいて創立された,美 術部(旧 美術研究所)の黒




第一研究室の研究員は,日 本及び東洋諸地域の古美術について,各h専 門とす る領
域 と時代を中心に調査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行い,ま た常に精密
な基礎資料の収集に努めている。
一昨年度より4力年計画で始まった芸能部と共同の特別研究 「浄土教関係の文化財
に関する総合研究」の中で,絵画 ・彫刻 ・書蹟 ・工芸の造型部門を資料室研究員と共
に担当し,研究調査活動を行った。
文部省科学研究費による共同研究としては 「科学的方法 による古彫刻の構造 ・材
質 ・技法の研究」(特定研究1・ 代表者 久野健),「戦後に おける 日本 ・東洋美術史














欄 査 研 究
成,図 書雑誌の購入を行い,こ れら研究資料の整理保管閲覧等に任ずるとともに,研
究文献目録の作成に従事 し,本年度は科学研究費による 「戦後における日本 ・東洋美
術史学の発達に関する研究」の実施に,推 進力としての役目を果した。
これらの業務のほか,資 料室の研究員は,日 本 ・中国 ・中央アジァ等の古美術につ
いての専門的調査研究を進めてその成果を公表し,浄土教に関する特別研究,他 機関
の科学研究費による総合研究 「日本近世絵画における古典的伝統の 調査 と研究」(代





























前年度に引き続き,瀬戸内にある重要文化財指定品(尾 道浄土寺,耕 三寺,岡 山自



































































大,そ の成果の一部は 「美術研究」306号ほかに発表 した。(陰里)
6.日 本近代美術史の研究
(1)近代彫刻家の研究


















現在は陶磁 ・漆工 ・金工の研究員は不在で,染 織専門の研究員が必要に応じこれら






調 査 研 究
研究題 目の中,特に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」に関しては,上 杉神
社蔵の上杉謙信所用袴類,宮 城県白石市の片倉家伝来胴服 ・陣羽織類,和歌山市の紀
州 ・東照宮伝来服飾類の調査が 本年度 の主なものである。「小袖の研究」は紀州 ・東
照宮蔵家康所用小袖四領(う ち三領は昭和52年3月重要文化財に指定された)の 調査
研究と片倉家伝来黒繍子小袖の修復技術部との共同研究(修 復技術上の),徳川黎明
会所蔵の尾張徳川家三代綱誠所用縞麻羽織の 調査研究が 主とな り,「伝統的染織技術
の調査 ・研究」は 「型染」「絞 り染」「耕」「紬」「花織」等の調査研究のため前年度に
































画,李 朝画,高 麗と元の接点にある作品など約2(庶を調査した。(上野,江 上)
11.中国絵画史研究







国 ・公立美術館をは じめとして各私立美術館,画 廊等で開催された 国内外の 作家























する有形,無 形の文化財との相互関係及び絵画 ・彫刻 ・工芸 ・芸能等各分野間の相関
関係を,美 術 ・芸能部門が総合的に調査研究するのをその目的とする。
本年度において重点的に行った調査活動 については,彫 刻部門 では,7,8世紀に
おけるわが国の仏像の造像の理由を,文献及び遺品 に刻 された銘文等 を検討するこ
とにより抽出 した。これと平行 して,7,8世紀の阿弥陀如来像中,最 も古様 を示す
四十八体仏中の 「山田殿像」の銘文 と三尊像の制作年代の研究を行ったのをはじめ,
7,8世紀の遺品の詳細な調査を行った。








1.「科学的方法による古彫刻の構造 ・材質 ・技 法 の 研 究」(特定研究(1}代表者
久野 健)
本研究に関 しては,鍮 石製 と推定 される法隆寺宝物館の柄香炉二組の螢光X線 分析
を行い,拡 大写真による調査では法隆寺戊子年銘釈迦及び脇侍像,野 中寺弥勒像等の
銘文を撮影調査し(久野),木彫では浄瑠璃寺の四天王像中の一躯のX線 透過撮影 を



























芸能部の研究目標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保存に
関する研究などがあり,その研究に必要な資料の収集 ・整備 ・記録の作成 としての撮
影 ・録音などの作業を行 う。 また研究の結果は刊行 ・公開学術講座の開催などによ っ
て公表する。
本年度は,共 同研究としては 「狂言の技法の研究」「陰難子の構造の研究」「民謡の
研究」等の課題について,部 内研究員が2名 ずつ組をつ くって調査研究を行い,ま た
一25一
調 査 研 究
部内研究員全員が美術部と共同による特別研究 「浄土教関係の文化財に関する総合的









を,前年の上巻に引き続いて52年3月に刊行 した。同書はなお下巻 ・別巻の2冊 を隔
年に刊行の予定で,編 集作業を続行 している。また 「芸能の科学』8「 論考集」(執
筆者柿木 ・中村 ・三隅 ・仲井)を52年3月に刊行 した。また,安 原 コレクション邦楽









演劇研究室は,日 本古典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま
たこれ ら諸芸能の周辺にあって伝統芸能の成立に深い関係を持つ諸分野についても,
調査研究を進めている。








日本の音楽及び舞踊について芸術学的,音 楽学的に調査 ・研究を行い,ま た,こ れ
ら伝統芸能の成立に深 く関係を持つ周辺諸分野についても調査 ・研究を進めている。
本年度の個人研究 としては 「伝統歌曲の 音楽分析的 研究」「音のデータの視覚化






ために必要な研究を 行っている。本年度は 一般研究 として 「民俗芸能伝承方法 の研
究」「民俗芸能の民俗的基盤の研究」「民謡の研究」r話芸 ・寄席芸の研究」「古典芸能














芸能を,そ の行われる季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客 を 含む)な どの 面 から取
一27一








































能の構想にも類型(様 式性)が 認め られることか ら,その分析を通 じて作者や時代
による特徴をさぐることを目的とするもので,引 き続き分析作業を進めた。(松本)
12.伝統歌曲の音楽分析的研究
伝承 ・記録 ・保存のための基礎研究 として伝統歌曲を音楽的に分析 し,その音楽性
を音楽学的に解明するもので,本年度は次の調査 ・研究が行われた。(柿木)

















調 査 研 究
日本文化史上重要な位置を占める浄土教信仰は,我が国民生活に密着 して展開 して
きた。この浄土教に関す る有形 ・無形の文化財について,美 術 ・芸能両部が文化史的
視野で総合的に研究することを目的とする。








1.能 楽技法の総合的研究(一 般研究(B)代表者 横道萬里雄)
能楽技法の細部を解明して,そ の全容を把握 し,能楽の本質を探ることを期して研
究を行った。本年度は,シ テ方5流 の型付 ・装束付,笛 方一噌流 ・森田流の頭付 ・指
付,小 鼓方幸流 ・大倉流,大 鼓方高安流 ・葛野流,太 鼓方金春流の手付,狂 言方大蔵
流の型付を収集,そ れら諸資料の要素を単元に分けてカー ド化し,各単元の機能とそ
の結合法則を確認した。(横道 ・羽田 ・佐藤 ・松本 ・三隅 ・柿木)
2.伝 統歌曲の音楽分析的研究(一 般研究(C)代表者 柿木吾郎)
従来最も研究の遅れている伝統歌曲の旋律法をメログラフによって音楽様式的に比
較分析することを目的とする。

















































化財 自体の構造 ・強度等の力学的試験を行い,X線,γ 線のラジオグラフ ィーによる
内部構造,欠 陥,虫害,腐 朽の解明を行っている。また赤外線テレビによる銘記,下
絵等の判読等に リモー トセンシングの手法を取 り入れる試みを行っている。
また保存環境に関 し,採光,照 明,温湿度等の影響 とその防止の研究を行 う他,展




徽 ・細菌 ・昆虫等による文化財の被害調査並びに徽 ・細菌 ・昆虫等の採取 ・培養 ・同























A一 般 研 究
1.文 化財の材質に関する研究
(1}非破壊的方法,微 量試料による諸分析法 とそれ らの精度向上に関する研究
青銅器の成分元素の組成を知るため,古 銭を試料として原子吸光分析及び放射化分
析を取 り上げ,分 析方法を種 々検討し,Cu,Sn,Pb,As,Sb,Au,Ag,Co,Fe,
Znの成分の定fを 行った。





















よび指導を行った。(石川 ・三浦 ・森 ・新井)
1)神道美術展(ニ ューヨーク;ジ ャパソハウス美術館51.9～10シヤ トル:シ
ヤ トル博物館51.11～52.2)








展示室,収 蔵庫内の温湿度,照 明等の環境の測定,新 設施設のシーズニングの検討
を行い,展示 ・保存環境の適否に関 し調査を実施している。本年度は次の2件 を行っ
た。
1)神 奈川:遊 行 芋宝物館
2)東 京:立 川市民会館展示室














パーティクルカウンターを用い,微 粒粉 じんと温湿度との関係を調べた。粉 じん粒
子を0。5,1.0,2.0,5,0,10μの5段 階に分けて同時に記録 し,気象条件,季 節変化
及び室内の高さなどに対する挙動を検討している。(門倉)
(4)文化財の材質の密閉封入内の保存に関する研究
文化財を温湿度の調整のみならず,不 活性なガス(窒 素,ア ルゴソ等)を 注入した












(4)報国寺(水 街道市亀岡)の 虫害調査とその対策(51.8)(以上 森)
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ス トを経て,空調機 と組合せて除去法を確立 した。
㈲ 従来通 り長期間密閉後の石室開口時には,石 室内の空気組成,温 湿度,微 生物
因子の測定を行った。また閉鎖直前の石室内外の微生物因子の採取,殺 菌処置笛を行
い基礎的データーを収集した。(江本 ・門倉 ・新井 ・三浦)








料粘土を取上げ,こ れらについて,加 熱実験 も加えて測定 を行 った。Fe(皿)とFe
(II)の化学シフ ト,磁気分裂等を定f的 に識別でき,土器の未焼成土器確認ができる
等,考 古学上の問題の解明に応用できることが確認できた。測定は東京大学で行って
いる。(馬渕,江 本,東 京大学理学部助教授 ・富永 健,同 助手 ・竹田満洲雄)
6.古 代青銅器の科学的研究






発掘時に埋蔵環境での変質と保存環境での変壊を考慮 して,遺 物の取 り上げ時に考









江差:開 陽丸遺物引揚げに関 しては,委 員会に委員として出ri.保存処理法につい
て指導した。遺物の材質調査では金具類のうち真輸の銅と亜鉛の配合比が今 日の配合




(1}初めて,漆 の木から樹液を採取 した ものを入手 し,漆液の分析を した。この漆
液を用い酸化機構を追究し,塗膜の粘弾性等の物性を調査した。





リモー トセンシングは,元 来 「対象に対 して非接触でデーターを集録する」という
測定技術を意味するが,現 在は,主 として地球の環境評価や資源探査を目的 とする特




B特 別 研 究
軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究
(江本 ・馬渕 ・見城 ・門倉 ・石川 ・三浦 ・新井 ・森)(修復技術と共同研究,48頁参
照)
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C受 託 研 究







前年度,サ イアベソダゾール(TBZ),チ モール,ナ ル トフェニール フェノール
(OPP)の三種 の 防徽剤について,そ の濃度と材質への影響 を検討した。その結
果,TBZは0,1%,チモールは2.0%,OPPは0.5%のエタノール 溶液が 材質 に影
響のない濃度であった。
本年度は上述の結果に基づき、それ ぞれ の防徽剤を,檜 材に顔料(黄 土,緑 青,
朱,ベ ンガラ)を塗布 した手板に噴霧処理後,麹 カビ,青 カビ,ク ラドスポ リウム,
トリコデルマの4種 のカビ胞子を散布 し,30日間培養 して防徽効果を判定した。
結果は,TBZは0.1%以上で効果がありiO.5%で完全に阻止効果を示 した。チモ







漆塗装に関 しては,重 文大猷院二天門の朱漆の変色,剥離の原因究明のため,現 地










(群青,緑 青,黄 土,朱,辮 柄)を 長押上下に 設置 し,劣化試験に 供し,大猷院に設
置した漆および合成塗料の塗装試片 とともに変化の観察,色 彩計による測定を行い,
長期継続を計画している。(江本 ・見城 ・三浦 ・西川 ・中里)
環境の基礎データーとして必要な温湿度調査は東照宮(西 廻廊,南 西隅)二 荒山神
社(本 殿 ・北西隅)大猷院(二 天門)で 前年度より観測点を幾分移動して測定を行っ
ている。(三浦)
2.重文 ・国宝 ・東大寺金堂(大 仏殿)鴎 尾漆箔銅板の腐食状態に関する研究
鵬尾に使用されている漆箔銅板の金箔及び銅板の折損,破 損劣化状況を調査し,再
使用の可能性及び取 り替材の選択のための資料とす る。
銅板のか しめ部分等の折損,磨 耗及び腐食の程度,金 箔の磨耗,剥 離につきX線を
透視,顕微鏡写真撮影等により調査研究を行った。
銅板の材質は,銀,鉛,鉄 を不純物として微量含む銅で,い わゆる 「山がね」であ
る。金箔は厚み5ミ クロン程度で一枚張 りである。
かしめ部分は局部腐食が認められる箇所が多く,折損,破 断している所 もある。金




発掘調査後,埋 戻 したまま石室内の環境を調査 してきた。本年度は過去のデーター
の うち欠落部(6・1・3月)の測定を行い,石室内の温湿度,空 気組成 と外気の四季
変化との関係及び微生物の消長について調査 した。
石室内は温度13～17℃,湿度95～98%R.H.,空気組成は酸素17～18%,窒素75～
76%,炭酸ガス3～4%で,酸 素,窒 素は標準大気に比 して低 く,炭酸ガスは100倍
の値を示 していた。(昭52.1月,40ケ月経過)ま た微生物に関しては,40ケ月目の測
定で細菌数210～330個/ms,糸状菌数200～225個/m3であった。15ケ月目と数の上
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は3ケ 月程度遅れた周期で変化 しているように推定 され,さ らに測定をふやすべ く.




前年度の単一ケースの実験を基に,同 型の三連のケースにつき,コ ック,パ ッキン
グを改良し,シーラーの選択,加 湿 した窒素ガスの経済的封入又は流 し方の調整法を





新営の展示 ・収蔵施設内での損傷は,コ ンクリー トに含まれるアルカリ性成分や,
内装建材に起因する因子,及 び生物汚染によるものが予想される。これ らの突態を正
確に把握するため,汚 染因子,温 湿度と光等に関連 した相互の相乗作用を調査する。
館内環境の各因子の測定法,収 納品への影響の判定法を確立 し,保存展示環境の標準
的諸条件を設定 して,そ の防除法を研究する。
本年度は,(1)施設の環境調査と,② 汚染因子の材質への影響実験に 重点 を置







温湿度 ・汚染因子をきめ細かく測定 し,テス トピースによる測定を行った。また京都









行い,ア マニ油含浸炉紙,密 陀僧,銀,銅,鉄 板,染 料,油 絵具の試料等はモニター
として使用できることが明らかとなった。
2.文 化財の虫徽害防除去の開発(特 定研究(1)代表者 森八郎)
文化財の虫徽害防除における基本的な考え方は,文 化財の材質に変質 ・変色などの
悪影響を及ぼさないで,加 害生物を殺滅,防 除するところにある。本研究は,文 化財
材質に悪影響を及ぼさない薬剤の選定と,文化財に 即した 防除法の 開発を 目的 とし
た。
本年度は,木 質文化財(木 造建造物,木彫仏像,屏 風,絵 画等),紙質文化財,織
物文化財(毛 織物,絹,麻,木 綿等),その他の加害昆虫の モノグラフを 実態調査に
基づいて作成 した。市販の6種 の畑蒸剤の殺虫 ・殺菌効果 について 検討した。(森・
大槻)
材質への影響では,影 響の認められない最少薬量,湿 度の影響,畑 蒸後の脱着試験
















凋 査 研 究
「科学的方法による古彫刻の構造 ・材質 ・技法の研究」 代表者 東京国立文化財
研究所 久野 健
分担課題 古彫刻の材質及び構造に関する研究(石 川)









本研究では,金 属器 ・ガラス ・顔料等は鉛同位体で,土器 ・陶器 ・瓦等はス トロン
チウム同位体で推定しようとするものである。
試料として,中 国青銅鏡破片,古 銭(中 国,朝鮮,日 本銭),土器,瓦 等を入手 し,
これらについて,試 料採取量及び,同 位体比 と組合せて考察 ・判断する元素パターン




4.新 しい赤外線工学による絵画の光学的研究(奨励研究㈹ 代表老 三浦定俊)


















部であるのに対 し,修復技術部は,老 化破損 し,あるいは後世の付加物のある文化財
について,も との正 しい状態に修理 し,あるいは復元する方法についての科学的,技
術的研究を担当 している。
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けの資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための臨床的
な研究などを実施 しており,と くに材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽損部充墳等
について各種合成樹脂の応用と技法の開発に努めている。
これ らの研究過程においては,保 存科学部との共同研究が必要な部分もあ り,また
部内においても,一つの文化財が二つの研究室にまたがる複合的な材質からなる場合
も多く,それ らについては 両研究室員による共同作業によって 研究が 進められてい
る。これ らの詳細は次項に記す通 りである。
特別研究 「軸装等の保存および修復技術に関する科学的研究」は3ケ 年の継続研究













A一 般 研 究
1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究
修復技術部の経常的な研究主題の一つとして,伝統技法の調査研究がある。現在は
彫刻(木 彫像の木寄せ法,彩 色技法,金 銅仏鋳造技法),工芸品(漆芸 ・木工芸技法),

































優れていると考えられ る。 このXNIO23について,圧縮,舅 断,曲げ,引 張等の試験
を行い,接着力,接着耐久性,機 械的強度について検討した。耐候性については,手
一45一
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板に樹脂を盛付接着したもの,及 び,手板にわざと欠損部を作 り,そこに樹脂を充愼





割が大きく,又意匠的にも重要なものであるが,内 部が腐朽 して空洞化 していた。処
置は表皮の内側をFRPで強化しておき中心の空洞部に湾曲させた集成材 を組 み 込
み,表 皮との間隙は発泡ウレタンで充墳した。昭和49年の 古河市中山家住宅の梁の
修復の際は,空隙にエポキシ樹脂(ア ラルダイ トSV426)を充填 したが 作業{ll三が 悪
く,今回はこの点を改良 したものである。(樋口)
重文茂木家住宅(群 馬県富岡市)解 体修理に伴い,墨 書の認められる梁材が虫害 ・
腐朽により再使用不可能 のため取外 し,イソシアネー ト系合成樹脂(PSNY-10)を











劣化脆弱化した石材を固定強化する為の含浸用樹脂 に つ い て,浸透性,固定強化
力,耐 久性,文 化財への適応性を各種試験により検討 した結果,エ チルシリヶ一 ト系



















出土 した漆芸品は木部が腐朽 して漆膜のみで残存する例が多いが,こ の様な漆膜を
保存する為の修復技術の開発を実験施工した。
















B特 別 研 究
軸装等の保存および修復技術に関する科学的研究
掛軸 ・巻物仕立ての文化財は古来より伝えられた極めて高度の装漬技術によって修
復,製 作されて来たが,そ の工程細部についての分析研究は今 日まで為された事がな
い。この研究の目的はその様な装横技術の材料と技術について基礎的 ・科学的裏付け





C受 託 研 究












































によって唐獅子図にもひどい 損傷を あたえてお り,又彩色層自体 にも剥離部分が多
い。
処置はまず彩色層に対し水溶液アクリル樹脂(バ インダー18)の10%溶液を注入し
て接着 し,更に表面に5%溶 液を塗布して顔料の脱落を防いだ。漆地剥離に対 しては
あ らか じめバインダー18を注入しておき,後から揺変エマルションを入れて主に画鋲
一一49一


















置の耐久性,強 度に関する研究(特定研究(1)代 表者 西川杏太郎)




















5主要研究業績 繕 騰 懸 蝉 説④:騰
美 術 部
川上 浬(美 術部長)
① 中国の名画(鶴 田武良と共著)世 界文化社52.2
② 王鑑の画蹟(一)美 術研究304号52.3










































史 　 と美 術466号51.7
美 術研 究303号51,10
仏 教 芸 術110号51,12
美 術部 研 究 会51.6

























































「巨 匠 の 名 画 」10学 習 研 究社51.9
「江 戸 時 代 図 誌 」25筑 摩 書 房51・10
三 彩350;51.10
「近 代 日本 美 術 史」1有 斐 閣52.1
日伊 文 化 研 究15号52.3
美 術研 究306号52.3
芸 術 新 潮319,320号51.7,51.8
朝 日新 聞 社52.3
東 京 都 美 術 館51.6







関 口 正 之(第 一 研 究 室)














① 北村西望彫塑大成 中村伝三郎編 講談社
① 荻原守衛とその周辺 「近代の美術」39至文堂
② 明治期の工芸 ・彫刻 「近代日本美術史」1有 斐閣
③ 熊岡美彦一 その回顧展の意義 茨城県立美術博物館・同回顧展図録
③ 上杜会五十周年展に寄せて 日動サロン・同展目録
③ 佐々木大樹の人と作品 富山県民会館美術館・同彫刻回顧展図録
⑥ 峯田義郎 「風一 私考」展に寄せる 東京高島屋・同彫刻個展目録
⑥ 第10回記念 ・拝情派展に寄せる 資生堂ギャラリー ・同展目録
⑥ 桑原巨守の人と作品 日動画廊 ・同彫刻個展目録

























世 界文 化 社52.2
美 術 研 究303号51・10





② 酒井抱一(画 家の手紙5)日 本美術工芸45251.5
② 尾形光琳筆郷燭図(複 製解説)講 談社51.5
② 歌川広重筆京都名所之内 「広重北斎諸国名所絵集」 学研51・11
② 葛飾北斎筆諸国名橋奇覧 「広重北斎諸国名所絵集」 学研52.2
③ デラックス ・ギャラリー日本の美術II図版解説 旺文社51.4
③ 光琳秋草模様 季刊アニマ651・8
⑤ 円山応挙 「難福図巻」TV1251・10
米 倉 迫 夫(資 料 室)






① 日本祭祀研究集成3・4巻(岩 崎敏夫 ・坪井洋文共編 ・著)51.1a,52.3

































芸 能 の科 学752・3














































⑥ 能評 ・野宮の好演など 能楽タイムズ51.11
柿木 吾郎(音 楽舞踊研究室長)
① 「新音楽辞典 ・楽語」(共同執筆)音 楽之友社52.3
















② 川と祭 り 自然 と文化76夏 季号51.6
② 奉納芸と余輿芸 芸能の科学852.3
③ 春日大社の御巫舞と和舞 民俗芸能5751.10






③ ほ うほ う螢こい 三田評論765号51.12
④ 山家鳥虫歌 芸能51.4～52.3
⑤ 民謡の知識 日本民謡協会51.9




調 査 研 究










④ メスバウワー分光法の考古学への応用(第1報)(富 永 ・竹田 ・岸本 ・馬渕
共同)第20回 放射化学討論会51.10




④ 施設の環境 とコンクリー ト及び内装材の文化財への影響
科学研究費特定研究 「古文化財」研究会52,1
⑤ 美術工芸品の環境 文化財管理研究協議会(文 化庁)51・5
⑤ 保存科学概論
奈文研埋蔵文化財発堀技術者専門研修会(遺 物整理課程)51・10
⑤ 文化財の保存環境 文化財保存に関する講演会(九 州歴史資料館)51.11
見城 敏子(主 任研究官)
② 漆塗膜に関する研究(第6報)〔 漆に大豆油,ア マニ油,日 本産キ リ油添加
の影響〕 色材協会誌VoL4951.10
② 漆塗膜に関する研究(第7報)〔 漆塗膜の硬化に及ぼす油変性アルキ ド樹脂
の影響〕 色材協会誌VoL4951.10

















② 和紙の中の微量元素 表具の科学(特 別研究報告書)52.3
② けい光X線分析による土器,瓦 中の鉄,ル ビジウム,ス トロンチウム,イ
ッ トリウム,ジルコニウムの定量(江 本義理と共著)保 存科学16号52.3







③ 宇宙物質の化学分析進歩総説(野 津憲治共著)ぶ んせき8号51.8
③ 鉄の謎 ・鉄の不思議 鉄1977・1号52・1
③ 超重元素は発見されたのか 化学32巻2号52.2
④ メスバウワー分光法の考古学への応用(第1報)(富 田 ・竹田 ・岸本 ・江
本共同)第20回 放射化学討論会51.10




調 査 研 究
④ 考古学試料の分析化学1瓦 及び土器中のFe,Rb,Sr,Y,Zrのけい光
X線分析(江 本共同)日 本分析化学会第25年会51.10






























一微生物の生態第4集 場の管理をめぐって一 東京大学出版会52 .1

















② 博物館につ く虫 自然科学 と博物館51.12
② 関東地方およびその近県におけるシロア リ事情 しろあ り28号52.3













⑥ 建築物の虫害 しろあり対策ゼ ミナール(日 本しろあり対策協会)
⑤ 古文化財の虫害とその保存科学 沖縄県庁
⑤ シロアリ防除施工講習会講演(社)日 本しろあり対策協会講習会


















































② 石造文化財の修復処置に関す る研究 〔1〕一樹脂強化処理石材の耐久性一
保存科学16号52.3
② 打刷毛による接着促進効果 表具の科学(特 別研究報告書)52.3
② 表具用の化学糊について(樋 口清治と共著)同 上52.3

































































(期 間)(担 当 科 目)
4 1～52.3.31)東洋 美 術 史



















種 別 授与 大学
文 学 博士 国学院大学














(1)美 術 研 究
昭和7年1月 創刊,当 研究所美術部の調査研究の成果を公表するための機関誌であ
って,主 として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版解説 ・美術関係文献
の校刊等を掲載し,と きには所外研究者の寄稿を受けることもある。A4版,各 号本











































開する"東大寺修二会"の 現状を,客 観的に把握 し,学術的な見地から再構成 ・記録
したもので,今 後の修二会研究の基礎資料となるものである。210コマの写真と70余
の図をも用いて,行 事の内容を可能な限り細か く記述 した。
はし ご や だつたん じゆ




本年度は芸能論考集として,下 記の諸論文を収録 し,刊行 した。














































































































































































































































































映 画 春 日若宮の御祭り
(解説)芸 能部民俗芸能研究室 中村 茂子
{1)中国の山水画 川上 脛
東アジアにおいて自律的に展開 した中国絵画は,長 い歴史と一貫 した伝統を有する
とともに,他 の文化圏の絵画には見られぬ特色を持つ。世界の多 くの国々の絵画が,





思の直哉な表出として,墨 の画的使用を軸 とする水墨山水画が生れ,そ の後彫琢を重
ねて,東 亜独自の自然表現の系譜を形成する。
10世紀(唐 末 ・五代 ・宋初)に 至り,中国各地の景観と気象に即した山水画風が成
立する。それらはいずれも自然を大観的にとらえ,克 明着実に自然を正確に写すとと




13世紀(宋 未元初)に 水墨山水画の黄金時代を迎えるが,元 になって線描主義と大






の後半以後,伝 統を守る者,個 性を発揮する者,折 衝的傾向を示す老など,中国山水
画壇は多士済々である。
中国絵画の史的展開に即 してその特筆を明らかにするために,正 倉院琵琶霰面の絵
画,李 成,萢 寛,董 源,郭 熈,李 唐,馬 遠,夏 珪,梁 槽,牧 難,玉 澗,黄 公望,呉
鎮,王 蒙,侃 珊,戴 進,呉 偉,張 路,盛 瑛,沈 周,文 徴明,文嘉,文 伯仁,董其昌,
張瑞図,悦 元珊,王 時敏,王鑑,王 肇,陸 治,李 士達,米 万鐘,丁 雲鵬,呉彬,陸隠,
張風,弘 仁,八 大山人,石 濤,傳 山,華 曲,黄慎 らの作品をスライ ドで映写する。













を見た,時 の関白藤原忠通が,五 穀豊穣 ・悪疫退散を祈って春日神社の摂社である若
宮の御祭神,天押雲根の命を勧請 して祭を行ったのに始まるといわれている。この祭
の大 きな特色は,数 多 くの芸能が奉納されていることで,創 始期から既に猿楽 ・田楽
等多彩な芸能が演じられていた。
現在は,12月17日の午後,祭 に奉仕する人々の行列が,輿福寺の控所から御旅所に
向って繰出される。行列が影向の 松の下を通 り過ぎる時,「松の下お渡 り式」 といっ
て各芸能座が自分の持芸を一クサ リずつ演じて通 る。行列が御旅所に到着すると,神









講 演(1)仏浬繋図 美術部第一研究室 関口 正之






















存及び展示環境」,第二 日目は 「古墳石室内の保存環境」をそれぞれ テーマ として報
告及び討議を行った。出席者は文化庁から坪井鑑査官以下,記 念物課,建 造物課,美































1.保 存施設の現況 文化庁文化財保護部記念物課 阿部 義平
2.高松塚の保存施設 所長 関野 克
3.古 墳石室保存の諸問題 所長 関野 克
4,古 墳石室内の温湿度変化について 保存科学部物理研究室 三浦 定俊








た。52年度から始まる特別研究 「石造文化財の保存 ・修復に 関する科学的研究」(3
力年継続)に ついて文化庁側からの協力を求め,ま た文化財保存修復研究協議会及び
研究テーマ選択について具体的な意見交換を行った。





究者で,来 所 して美術部研究員の指導を受け,あ るいは資料を利用 して研究を行った
者も多数にのぼった。
柳沢主任研究官 と関 口研究員は,韓 国の古墳壁画,お よび各国 ・私立大学附属博物
館の絵画遺品の調査を行った。(51.4-10.15)
久野第一研究室長は,ア フガニスタンの仏教遺跡,お よびパキスタンのガンダーラ










三 隅 部 長 は,国 際 交 流 基 金 か らの 依 頼 に よ り,欧 州 及 び北 ア フ リカ諸 国 の芸 能IVN.H:
の た め,フ ラ ン ス,モ ロ ッコ,ア ル ジ ェ リア,チ ュ ニ ジ ア諸 国 に 出 張 した 。
(52.1.152.14)
保存 科挙部






1・海 外 出 張

























日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の 全般に わたる研究書を 中心
に,関連図書,各 種叢書 ・辞典類など和漢書(29,068冊),洋書(3,626冊)計32,694
冊のほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀
要類,売 立目録,展 覧会 目録及び拓本などを所蔵 し,部内外及び一般研究者の利用に
供している。
芸 能 部
雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書3,993冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・
テア トロ(第1次)・上方 ・民俗芸術 ・日本 民俗 ・芸能 復興 ・郷土研究 ・旅と伝説等
の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本 も収集 している。
保存科学部 ・修復技術部
古来の伝統的生産及び工芸技術書,技術史,ま たは数少ないそれらの科学的究明を

































当部の最も特色とするところは,美 術史研究に 不可欠な各種写真資料の整備 であ
る。実物よりの直接撮影による普通写真,カ ラー写真はもとより,赤外線,紫 外線,
X線,γ 線,顕 微鏡等特殊撮影による写真を含む写真資料の作成整理 と,購入写真,
複写写真による補足整備に加えて,印刷物をもおさめるという収集の方式は,写 真資
料の完壁な収集,保 管を意図する原則のもとに,設 立当初より一貫 して力を注いでき
た。それらは日本 ・東洋古美術,日本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわた り,そ
れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工芸,建 築等の諸部門に及ぶ。特別大型のものか ら小型の
ものまで総数凡そ24万点,原 板保有量はほぼその3分の1に あた り,別に・マイクロ・
フィルム250巻がある。写真資料のほか,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代





数そなえている。 レコー ドには毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコード
のほか,昭和35年度 文部省機関研究費によって購入した安原コレクションレコード
5,450枚が含まれている。安原コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代に わたって発
売された各種邦楽 レコー ドを網羅したもので,近 代Y'おける邦楽の実態と変遷を知る
上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺
院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録してきたもので,奏 演法の解析を中




区 分 レ コ ー ド 録 音 テ ー プ







































(1)リン ホ フ カル ダ ン




8複 写 台 コ ピー ス タ ン ド(1300)
9乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)















1分 析 機 器
(1)ピ ッチ レ コー ダ ー
② メ ログ ラフBT型
2オ ー デ ィオ関 係 機 器
(1)テー プ レ コー ダー
(2)ビデ オ テ ー プ レ コー ダ ー
③ ス テ レオ音 声 調整 卓
(4)ス ピー カ ー






(6)35%マイ ク ロ フ ィル ム解 読装 置
(7)16%シネ フ ィル ム分 析 装 置





































3分 析 装 置

























































































































































設けられたもので,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等を陳列している。
収蔵 されているものは,油絵125点・素描170点・スケッチブック等である。
これらは創立当時主 として黒田家から寄贈されたもの で あ るが,そ の後,照 子夫
人,樺山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈も含まれてお り,随時陳列替を行っている。毎








v皿 旧 職 員
昭和51年度における転退職者
所 劇 官 職 剣 氏 名1在 職 期 間 陣 考
庶務課 萎 弩+事蕪 本 村 伝 一34…1-51・6・3・具麓 士院
〃 轟 事轟 若 井 明4--52・3・3縢 難
〃 技 能 補 佐 員 桑 田 勝 子51.5.17～51.10.16退 職






















名 称 位 置
東京国立文化財研究所 東 京 都
































第120条 美術部に,第 一研究室及び第二研究室を置 く。





L関 係 法 規
さどる。
(芸能部の3室 及び事務)
第121条 芸能部に,演劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。
2演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行い,並 びにその
結果の公表を行 う。





第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室,及 び生物研究室を胤 く。














第122条の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置 く。
2文 献資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げ る各部の所掌







3写 真資料研究室においては,第118条第1号 から第4尋 までに掲げる各部の所掌
に係る写真資料の作成,収 集,整 理,保管,公 表,閲覧及び調査研究を行 う。
の
●




1文 部省に係る行政機関職員定員令(昭 和44年政令 第121号)第1条に規定する定
員(以 下 「定員令第1条 定員」とい う。)及び沖縄の復帰に 伴う行政機関の職員の
定員に関する法律の適用の特別措置に関する政令(昭和47年政令 第191号)第1条
































◎教育公務賄 例法施行令 鷹驚1儲 品年要舖 畠号第74、})(抄)
(教育公務員以外の者)
(略)
第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年法律 第146号)第14条〔国立の学校等〕及び
第36条第1項 〔附属機関〕に掲げる機関(日本芸術院を除 く。)並びに国立学校設
置法(昭 和24年法律第150dの第3章 の3〔 国立大学共同利用機関〕に規定する機
関の長及びその職員のうちもっぱ ら研究又は教育に従事する者並びに国立養護教諭
養成所設置法(昭 和40年法律第16号)による国立養護教諭養成所の所長,教 授,助






一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,国立学校設置法第3章 の3
に規定する機関の長及びその職員にあたっては 「文部省令で定めるところにより任
命権者」,その他の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」









◎東京国立文化財研究所部室 長会議運 営規 則(昭 和45年1月23日所長裁定)
第1条 東京国立文化財研究所部 室長会議(以 下 「部室長会議」とい う。)の運営に
ついては,こ の規則の定めるところによる。





















第1条 この規程は,東京国立 文化財 研究所(以下 「研究所」という。)における受
託研究(外部からの委託を受けて公務として行 う研究で,これに要する経費を委託
者が負担するものをい う。)の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。
2受 託研究は,研 究所の文化財に関する調査研究上有意義であ り,かつ本来の調査
一91一
L関 係 法 規
研究に支障がな く,当該年度の予算額の範囲内において行 うものとす る。
(受託の条件)
第2条 受託研究の受入れ条件は,次 の各号に掲げるとお りとする。
(1}受託研究は,受 託者が一方的に中止することはできないこと。




おいても,研究所は,そ の責を負わず,ま た,原 則として受託研究に要する経費
を受託者に返還しないこと。ただ し,特に必要があると認めた場合は,不 用とな




3委 託者が国の機関,政 府関係機関または,地 方公共団体である場合は,第1項 第
3号および第5号 の条件は,これを付さないことができる。



















第5条 受託研究を担当する職員は,当 該研究を中止し,または,そ の期間を延長す
る必要があると認めたときは,た だちに所属の室 および 部の長を 経て所長に報告
し,その指示を受けるものとする。



















関 係 法 規
〔別紙様式〕
受 託 研 究 申 込 書
昭和 年 月 日
東京国立文化財研究所長 殿
住 所

















第1条 本研究所の黒田子爵記念室(以 下単に 「記 念 室」という。)は,この規程に
よって一般に公開する。
第2条 観覧は無料とする。























発行所 東京 国立文 化財 研究所
〒110東京都台東区 上野公園13-27
電話(823)2241(代)
